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(57)【要約】
【課題】停止画像の画質及び動画像の画質を効果的に改
善することができる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】ＬＣＤの透過率を示して階調電圧の関数で
ある複数のデータのうちから３個の測定されたデータ毎
に２次式係数セットを保存する第１ルックアップテーブ
ル２５１０と、所定のガンマ値に対して、階調レベルと
透過率Ｔの関係がＴ＝Ｔｍａｘ*（階調レベル／階調レ
ベルの最大値）γを満足する階調レベルと透過率を計算
するための第２ルックアップテーブル２５２０と、保存
された２次式係数セットと保存された階調レベル及び透
過率を利用して、区分的２次補間方法により階調レベル
に対する階調電圧を生成して、階調電圧をデータ駆動部
に伝達する階調電圧生成部２５３０と、を含む階調電圧
提供部２５００を含む液晶表示装置。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートラインとデータライン、並びに、前記ゲートラインとデータラインにより
画定される領域において、前記ゲートライン及び前記データラインに接続されているスイ
ッチ及び前記スイッチと共通電極間に提供されるキャパシタを有する複数の画素を有する
液晶パネルと、
　前記ゲートラインに信号を提供するゲート駆動部と、
　前記データラインに階調電圧を提供するデータ駆動部と、
　階調電圧を提供する階調電圧提供部であって、
　ＬＣＤの透過率を示して階調電圧の関数である複数のデータのうちから３個の測定され
たデータ毎に２次式係数セットを保存する第１ルックアップテーブルと、
　所定のガンマ値に対して、階調レベルと透過率Ｔの関係がＴ＝Ｔｍａｘ*（階調レベル
／階調レベルの最大値）γを満足する階調レベルと透過率を計算するための第２ルックア
ップテーブルと、
　前記保存された２次式係数セットと前記保存された階調レベル及び透過率を利用して、
区分的２次補間方法により階調レベルに対する階調電圧を生成して、前記階調電圧を前記
データ駆動部に伝達する階調電圧生成部と
を含む階調電圧提供部と
を含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第２ルックアップテーブルには、前記隣接する３個の測定データのうち最終２個あ
るいは最終１個の測定データは、次に隣接する３個の測定データの一番目及び二番目ある
いは一番目測定データを重畳させて、前記次に隣接する３個の測定データを満足する２次
式係数セットが計算されて保存されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記階調電圧生成部は、前記所定のガンマ値が所定の階調レベルの範囲と前記所定の階
調レベルの範囲外で相異なる場合に、各ガンマ値により定められる階調レベルに対する透
過率を計算して、前記第２ルックアップテーブルに保存することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記階調電圧生成部は、前記所定のガンマ値が変更される場合に、前記変更された値γ
１に対して式Ｔ＝Ｔｍａｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値）γ１を満足する新しい
透過率を計算して、前記第２ルックアップテーブルに保存し、前記第１ルックアップテー
ブルに保存されている２次式係数セットと前記第２ルックアップテーブルに保存されてい
る前記階調レベルと新しい透過率を利用して区分的２次補間方法で階調レベルに対する変
更された階調電圧を生成することを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　階調電圧に対する液晶表示装置の透過率を測定した複数のデータのうち隣接する３個の
測定データ毎に前記隣接する３個の測定データを満足する２次式係数セットを計算して第
１ルックアップテーブルに保存する２次式係数セットの保存ステップと、
　所定のガンマ値γに対して階調レベルと前記液晶表示装置の透過率Ｔの関係が式Ｔ＝Ｔ

ｍａｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値）γを満足する階調レベル及び透過率を計算
して、第２ルックアップテーブルに保存する階調レベル及び透過率の保存ステップと、
　前記第１ルックアップテーブルに保存されている２次式係数セットと前記第２ルックア
ップテーブルに保存されている前記階調レベル及び透過率を利用して、区分的２次補間方
法により階調レベルに対する階調電圧を生成する階調レベル及び階調電圧決定ステップと
を含むことを特徴とする液晶表示装置のガンマ値補正方法。
【請求項６】
　前記所定のガンマ値が変更された場合に、変更されたガンマ値γ１を利用して、式Ｔ＝
Ｔｍａｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値）γ１を満足する新しい透過率を計算し、
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前記保存された階調レベル及び透過率を更新して、前記第２ルックアップテーブルに前記
更新された透過率を保存する階調レベル及び透過率更新ステップをさらに含むことを特徴
とする請求項５に記載のガンマ値補正方法。
【請求項７】
　前記第２次式係数セットの保存ステップにおいて、前記隣接する３個の測定データのう
ち最終２個あるいは１個の測定データは、次に隣接する３個の測定データの一番目及び二
番目あるいは一番目測定データを重畳させて前記次に隣接する３個の測定データを満足す
る２次式係数セットを計算し、前記第１ルックアップテーブルに保存することを特徴とす
る請求項５または６に記載のガンマ値補正方法。
【請求項８】
　前記階調レベル及び透過率の保存ステップにおいて、前記所定のガンマ値が所定の階調
レベルの範囲と前記所定の階調レベルの範囲外で相異なる場合に、各ガンマ値に該当する
階調レベルに対する透過率を計算して前記第２ルックアップテーブルに保存することを特
徴とする請求項５～７のいずれか１項に記載のガンマ値補正方法。
【請求項９】
　液晶パネルに対する階調電圧を提供するデータ駆動部と、
　液晶表示装置の透過率を示して階調電圧の関数である複数のデータのうちから３個の測
定されたデータ毎に２次式係数セットを保存する第１ルックアップテーブルと、
　所定のガンマ値に対応する階調レベル及び透過率を保存する第２ルックアップテーブル
と、
　前記第１ルックアップテーブルに保存された２次式係数セットと前記第２ルックアップ
テーブルに保存された階調レベル及び透過率を利用して、区分的２次補間方法により階調
レベルに対する階調電圧を生成して、前記階調電圧を前記データ駆動部に伝達する階調電
圧生成部と
を含むことを特徴とする液晶パネルを有する液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２ルックアップテーブルに保存された前記階調レベル及び透過率は、Ｔ＝Ｔｍａ

ｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値）γ（この時、Ｔは透過率、γはガンマ値）を満
足することを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びガンマ値補正方法に係り、さらに詳細には、動画像の画質
及び停止画像の画質を効果的に改善することができる液晶表示装置（ＬＣＤ）及び停止画
像の画質を効果的に改善することができるようにするためのガンマ値補正方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、テレビなどの大型化によって陰極線管表示装置（ＣＲＴ）の代わりに液晶表示装
置（ＬＣＤ）、プラズマ表示装置（ＰＤＰ）、有機ＥＬ表示装置（ＯＥＬＤ）等のような
平板パネル型表示装置が開発されている。このような平板パネル型表示装置のうち、軽量
化及び薄形化が可能な液晶表示装置が特に注目を集めている。
【０００３】
　液晶表示装置は、共通電極とカラーフィルタなどが形成されている上部基板と薄膜トラ
ンジスタと画素電極などが形成されている下部基板との間に異方性誘電率を有する液晶物
質を注入しておき、画素電極と共通電極に相異なる電位を印加することによって液晶物質
に形成される電界の強度を調整して液晶物質の分子配列を変更させて、これにより基板に
透過される光量を調節することによって、希望する画像を表現する表示装置である。この
ような液晶表示装置として、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）をスイッチング素子として利用
する薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ　ＬＣＤ）が主に使われている。
【０００４】
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　一般に、液晶表示装置は、ガンマ値に基づいて画素電極に伝達される階調電圧が決定さ
れる。従来の液晶表示装置は、ガンマ値が決定されると図１に示したように、複数の抵抗
Ｒ０～Ｒ２５５が直列接続されている抵抗列の抵抗値の比率を調節して、抵抗列の各接点
に伝えられる電圧ＶＯ＜０＞～ＶＯ＜２５５＞をガンマ値に該当する階調電圧として利用
した。このようなガンマ値は、液晶表示装置の液晶の種類や周辺光量にしたがって補正さ
れることによって液晶表示装置の画面全体の輝度が調節されて、停止画像の画質を効果的
に改善することができる（以下の特許文献１を参照）。ところが、従来の液晶表示装置は
、ガンマ値を補正するためには抵抗列の各抵抗を交替したり又は可変抵抗を利用して抵抗
値を調節しなければならないので、停止画像の画質を效果的に改善することが難しかった
。
【０００５】
　そして、液晶表示装置の画素電極に階調電圧が伝えられると、液晶物質が該階調電圧に
対して応答するのに多少の時間がかかる。したがって希望する画像が表示されるまでに時
間遅延は必然的であり、このような時間遅延によって動画像を效果的に表示することがで
きない。液晶表示装置の応答速度を向上させる方法として、動的キャパシタンス補償（Ｄ
ＣＣ）方法が開発された。動的キャパシタンス補償方法は、本来の階調電圧より大きい階
調電圧が画素電極に印加されるようにすることによって、時間遅延を最小化することであ
る。従来の動的キャパシタンス補償方法は、図２に示したように、前フレームの階調電圧
Ｇｋ－１と現在フレームの階調電圧Ｇｋを比較して、その階調電圧差より大きい階調電圧
Ｇｂｓｔ１～Ｇｂｓｔ３を１フレーム時間（例えば、６０Ｈｚである場合１／６０ｓｅｃ
）間に前フレームの階調電圧に加えて印加し、１フレーム時間後には本来の階調電圧Ｇｋ
を印加する。そして、その液晶の応答曲線Ｒｅｓ１～Ｒｅｓ３を測定して、そのうちから
最適の液晶の応答曲線Ｒｅｓ２を捜し出してその階調電圧に該当する階調レベル、前フレ
ームの階調電圧に該当する階調レベル及び現在フレームの階調電圧に該当する階調レベル
をルックアップテーブル（ＬＵＴ）に保存し、これに基づいて動的キャパシタンス補償方
法を適用した。ところが最適の液晶の応答曲線Ｒｅｓ２は測定者の判断によって決定され
るので、測定者毎にそして測定時間毎に誤差が発生して、客観的に最適な動的キャパシタ
ンス補償方法を適用することが難しかった。また、ガンマ値が補正されればガンマ値毎に
別個の動的キャパシタンス補償ルックアップテーブルが必要であることから、停止画像の
画質及び動画像の画質を同時に改善することが非常に難しかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００３－００９３８３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする第１の技術的課題は、停止画像の画質及び動画像の画質を効
果的に改善することができる液晶表示装置を提供することにある。
【０００８】
　本発明が解決しようとする第２の技術的課題は、液晶表示装置において、停止画像の画
質を効果的に改善することができるようにするためのガンマ値補正方法を提供することに
ある。
【０００９】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題で制限されるもの
ではなく、また、言及されないまた他の技術的課題は、下記の記載から当業者に明確に理
解されることができるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記した第１の技術的課題を達成するための本発明の他の実施形態による液晶表示装置
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は、複数のゲートラインとデータライン、並びに、前記ゲートラインとデータラインによ
り画定される領域に前記ゲートラインのうち一つのゲートライン及び前記データラインの
うち一つのデータラインに接続しているスイッチ及び前記スイッチと共通電極間に提供さ
れるキャパシタを有する複数の画素が形成される液晶パネルと、前記ゲートラインに信号
を提供するゲート駆動部と、前記データラインに階調電圧を提供するデータ駆動部と、Ｌ
ＣＤの透過率を示して階調電圧の関数である複数のデータのうちから３個の測定されたデ
ータ毎に２次式係数セットを保存する第１ルックアップテーブルと、所定のガンマ値に対
して、階調レベルと透過率Ｔの関係がＴ＝Ｔｍａｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値
）γを満足する階調レベルと透過率を計算するための第２ルックアップテーブル及び前記
保存された２次式係数セットと前記保存された階調レベルと透過率を利用して区分的２次
補間方法で階調レベルに対する階調電圧を生成して、前記階調電圧を前記データ駆動部に
伝達する階調電圧生成部を含む階調電圧提供部を含む。
【００１１】
　前記した第２の技術的課題を達成するための本発明の一実施形態による液晶表示装置の
ガンマ値の補正方法は、階調電圧に対する液晶表示装置の透過率を測定した複数のデータ
のうち隣接する３個の測定データ毎に前記隣接する３個の測定データを満足する２次式係
数セットを計算して第１ルックアップテーブルに保存する２次式係数セットの保存ステッ
プと、所定のガンマ値γに対して階調レベルと前記液晶表示装置の透過率Ｔの関係式Ｔ＝
Ｔｍａｘ＊（階調レベル／階調レベルの最大値）γを満足する階調レベルと透過率を計算
して第２ルックアップテーブルに保存する階調レベル及び透過率の保存ステップと、前記
第１ルックアップテーブルに保存されている２次式係数セットと前記第２ルックアップテ
ーブルに保存されている前記階調レベルと透過率を利用して、区分的２次補間（Ｐｉｅｃ
ｅｗｉｓｅ　Ｑｕａｄｒａｔｉｃ　Ｉｎｔｅｒｐｏｌａｔｉｏｎ）方法で階調レベルに対
する階調電圧を生成する階調レベル及び階調電圧決定ステップとを含む。
【００１２】
　前記した第１の技術的課題を達成するための本発明の別の実施形態による液晶表示装置
は、液晶パネルに対する階調電圧を提供するデータ駆動部と、ＬＣＤの透過率を示して階
調電圧の関数である複数のデータのうちから３個の測定されたデータ毎に２次式係数セッ
トを保存する第１ルックアップテーブルと、所定のガンマ値に対応する階調レベルと透過
率を保存する第２ルックアップテーブルと、前記第１ルックアップテーブルに保存された
２次式係数セットと前記第２ルックアップテーブルに保存された階調レベルと透過率を利
用して、区分的２次補間方法で階調レベルに対する階調電圧を生成して、前記階調電圧を
前記データ駆動部に伝達する階調電圧生成部を含む。
【発明の効果】
【００１３】
　前記したように構成された本発明の実施形態による液晶表示装置は、動的キャパシタン
スを有効に補償して、停止画像及び／または動画像の画質を効果的に改善することができ
る。
【００１４】
　本発明の実施形態による液晶表示装置は、一つのガンマ値による階調レベル及び階調電
圧を用いても、ガンマ値別に補正された階調レベル及び階調電圧を提供することができる
ので、制限されたメモリー容量だけでも機能を十分に具現することができる。
【００１５】
　前記したように構成された本発明の一実施形態による液晶表示装置におけるガンマ値の
補正方法は、任意のガンマ値に対する階調電圧と階調レベルを短時間に提供することがで
きるので、ガンマ補正が非常に容易である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】従来の液晶表示装置のガンマ値を調節する方法を示す回路図である。
【図２】従来の液晶表示装置の動的キャパシタンス補償方法を適用するための最適の液晶
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応答曲線を示すグラフである。
【図３】本発明の参考例による液晶表示装置の構成図である。
【図４】図３に示した液晶表示装置の動的キャパシタンス補償処理部の構成図である。
【図５】図４に示した動的キャパシタンス補償処理部における動的キャパシタンス補償階
調レベルの決定方法のフローチャートである。
【図６】図５に示した決定方法のうちの、動的キャパシタンス補償の階調電圧の保存ステ
ップにおいて保存される第１～第３階調電圧を示すグラフである。
【図７】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の構成図である。
【図８】図７に示した液晶表示装置におけるガンマ値の補正方法のフローチャートである
。
【図９Ａ】図８に示した補正方法において生成される階調電圧対透過率のグラフである。
【図９Ｂ】図８に示した補正方法において実行される、階調電圧対透過率の曲線を区分的
２次補間方法で近似させることを示すグラフである。
【図１０】図８に示した補正方法において実行される、ガンマ値に依存して変更される階
調レベル対透過率のグラフである。
【図１１】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の構成図である。
【図１２】図１１に示した液晶表示装置における動的キャパシタンス補償処理部の構成図
である。
【図１３】図１２に示した動的キャパシタンス補償処理部における動的キャパシタンス補
償階調レベルの決定及びガンマ値の補正方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は、添付される図面と共に詳細に
後述する実施形態を参照することにより明確になるであろう。しかし、本発明は、以下で
開示する実施形態に限られるものではなく多様な形態で具現されるものであり、本発明は
、特許請求の範囲により定義されるものである。なお、明細書全体にわたって同一参照符
号は同一構成要素を示している。
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１９】
　図３～図６を参照して、本発明の参考例による液晶表示装置に対して説明する。図３は
、本発明の参考例による液晶表示装置の構成図である。図４は、本発明の参考例による液
晶表示装置における動的キャパシタンス補償（ＤＣＣ）処理部の構成図である。図５は、
本発明の参考例による液晶表示装置における動的キャパシタンス補償のための階調レベル
決定方法のフローチャートである。図６は、本発明の参考例による液晶表示装置における
動的キャパシタンス補償のための階調電圧の保存ステップでの第１～第３階調電圧を示す
グラフである。
【００２０】
　本発明の参考例による液晶表示装置は、図３に示したように、液晶パネル１１００、ゲ
ート駆動部１２００、データ駆動部１３００、タイミング制御部１４００及び階調電圧提
供部１５００を含む。
【００２１】
　液晶パネル１１００は、複数のゲートラインＧ１～Ｇｎと複数のデータラインＤ１～Ｄ
ｍにそれぞれ接続している複数の画素を含み、各画素は、複数のゲートラインＧ１～Ｇｎ
の１つと複数のデータラインＤ１～Ｄｍの１つに接続したスイッチング素子Ｍとこれに接
続した液晶キャパシタＣｌｃ及びストレージキャパシタＣｓｔを含む。
【００２２】
　行方向に形成されている複数のゲートラインＧ１～Ｇｎは、対応するスイッチング素子
Ｍにゲート信号を伝達し、列方向で形成されている複数のデータラインＤ１～Ｄｍは、対
応するスイッチング素子Ｍにデータ信号に該当する階調電圧を伝達する。スイッチング素



(7) JP 2012-93790 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

子Ｍは三端子素子であって、制御端子はゲートラインＧ１～Ｇｎに接続され、入力端子は
データラインＤ１～Ｄｍに接続されており、出力端子は液晶キャパシタＣｌｃ及びストレ
ージキャパシタＣｓｔの一つの端子に接続されている。スイッチング素子ＭとしてＭＯＳ
トランジスタが利用され、このようなＭＯＳトランジスタは、非晶質シリコンまたは多結
晶シリコンをチャネル層にする薄膜トランジスタで具現される。液晶キャパシタＣｌｃは
、スイッチング素子Ｍの出力端子と共通電極（図示せず）間に接続され、ストレージキャ
パシタＣｓｔは、スイッチング素子Ｍの出力端子と共通電極間に接続（独立配線方式）さ
れるか又はスイッチング素子Ｍの出力端子と真上のゲートラインＧ１～Ｇｎ間に接続（前
段ゲート方式）されることができる。
【００２３】
　ゲート駆動部１２００は、複数のゲートラインＧ１～Ｇｎに接続していて、スイッチン
グ素子Ｍを活性化させるゲート信号を複数のゲートラインＧ１～Ｇｎに提供する。データ
駆動部１３００は、複数のデータラインＤ１～Ｄｍに接続していて、所定のガンマ値（例
えば、γ＝２．２）によって定められる階調レベルに対応する階調電圧であって、データ
信号に該当する階調電圧を階調電圧提供部１５００から受けて複数のデータラインＤ１～
Ｄｍに提供する。階調電圧提供部１５００は、所定のガンマ値を有する階調レベルに対す
る階調電圧を生成して、データ駆動部１３００に伝達する。
【００２４】
　動的キャパシタンス補償（ＤＣＣ）処理部１４１０は、タイミング制御部１４００内に
位置し、図４に示しているように、動的キャパシタンス補償（ＤＣＣ）階調電圧生成部１
４１１と動的キャパシタンス補償階調レベル生成部１４１２で構成される。タイミング制
御部１４００の制御信号生成部１４２０は、水平同期スタート信号を生成してデータ駆動
部１３００に伝達し、かつゲートクロック信号を生成してゲート駆動部１２００に伝達す
る。動的キャパシタンス補償処理部１４１０の細部動作を、図４～図６を参照しながら説
明する。
【００２５】
　図５を参照すると、動的キャパシタンス補償のための階調電圧の保存ステップＳ１１０
０では、まず、第１ステップＳ１１１０において、所定のガンマ値によって定められる第
１階調レベルに該当する第１階調電圧Ｇｋ－１を、複数フレーム時間に渡って画素電極に
印加する。次に第２ステップＳ１１２０において、第１階調レベルと所定の階調レベル差
（例えば、１７×１７のルックアップテーブルを用いた場合には、所定の階調レベル差は
１６）を有する第２階調レベルに該当する第２階調電圧Ｇｋ（所定のガンマ値によって定
められる）を、１フレーム時間に画素電極に印加する。次に第３ステップＳ１１３０にお
いて、第１階調電圧Ｇｋ－１を複数フレーム時間に渡って画素電極に印加する。次に第４
ステップＳ１１４０において、第２階調電圧Ｇｋを印加する１フレーム時間の間に画素電
極で測定された階調電圧値の極点（画素キャパシタンスに依存）の階調電圧値を第３階調
電圧Ｒｅｓ１と定義して、動的キャパシタンス補償階調電圧生成部１４１１は、第１階調
電圧Ｇｋ－１、第２階調電圧Ｇｋ及び第３階調電圧Ｒｅｓ１を、動的キャパシタンス補償
階調電圧生成部１４１１内に位置した動的キャパシタンス補償階調電圧のルックアップテ
ーブルに保存する。なお、階調電圧の極点は、それぞれの階調電圧を印加中にディスプレ
イ上の輝度を測定し、該輝度の最大値に対応する電圧を、輝度と電圧との関係を表す適宜
のルックアップテーブルから取得することによって、得ることができる。
【００２６】
　このように、第２ステップＳ１１２０において、第２階調電圧Ｇｋを印加すれば、図６
に示したように、第２階調電圧Ｇｋが印加される１フレーム時間の間に極点を有する応答
曲線を得ることができ、この極点を測定すれば、測定者毎にそして測定時間毎に発生する
誤差を効果的に抑制することができる。
【００２７】
　第１階調電圧Ｇｋ－１は、第２階調電圧Ｇｋが印加される前と第２階調電圧Ｇｋが印加
された後に３フレーム時間以上、画素電極に印加されることが望ましい。そしてさらに、
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第２階調電圧Ｇｋが印加される前と第２階調電圧Ｇｋが印加された後に等しいフレーム時
間、画素電極に印加されることが望ましい。これにより、第２階調電圧Ｇｋが印加された
後に次の第１階調電圧Ｇｋ－１が印加された時の液晶の応答時間が非常に大きい場合にも
、第３階調電圧Ｒｅｓ１をより効果的に測定することができる。
【００２８】
　動的キャパシタンス補償階調電圧の保存ステップＳ１１００は、複数の相異なる第１階
調電圧Ｇｋ－１それぞれに対して第１～第４ステップＳ１１１０～Ｓ１１４０を１回ずつ
実施する。第１階調電圧Ｇｋ－１及び第２階調電圧Ｇｋの個数と動的キャパシタンス補償
階調電圧の正確性は、相互にトレードオフ関係にある。それゆえ、メモリー容量の制限及
び動的キャパシタンス補償階調電圧の正確性を考慮して、測定に供する第１階調電圧Ｇｋ
－１及び第２階調電圧Ｇｋの組数を決定する必要がある。
【００２９】
　次に、動的キャパシタンス補償階調レベルの変換ステップＳ１２００では、動的キャパ
シタンス補償階調レベル生成部１４１２のメモリー制御部１４１２_２は、動的キャパシ
タンス補償階調電圧のルックアップテーブルに保存されている第１階調電圧Ｇｋ－１、第
２階調電圧Ｇｋ及び第３階調電圧Ｒｅｓ１を、階調レベルによる階調電圧を階調電圧提供
部１５００から受けて、所定のガンマ値に応じた第１階調レベル、第２階調レベル及び第
３階調レベルに変換する。第１階調レベルは前フレームの階調レベルであり、第３階調レ
ベルは現在フレーム間の階調レベルであり、第２階調レベルは動的キャパシタンス補償の
階調レベルである。これら変換された階調レベルを、フレームメモリー１（１４１２_３
）に保存する。
【００３０】
　その後、外部のグラフィックソースから現在フレームデータが動的キャパシタンス補償
（ＤＣＣ）ブロック１４１２_１とメモリー制御部１４１２_２に伝達されたとき、メモリ
ー制御部１４１２_２によってフレームメモリー２（１４１２_４）に保存されていた前フ
レームデータが入力される。動的キャパシタンス補償ブロック１４１２_１は、現在フレ
ームデータの階調レベルと前フレームデータの階調レベルを比較し、その比較結果によっ
てデータ駆動部１３００に動的キャパシタンス補償階調レベルを提供する。そして、入力
された現在フレームデータは、メモリー制御部１４１２_２によってフレームメモリー３
（１４１２_５）に保存される。
【００３１】
　動的キャパシタンス補償階調電圧のルックアップテーブルには、動的キャパシタンス補
償に対するデータが階調電圧で保存されているため、ガンマ値が補正されても、階調電圧
提供部１５００から提供される階調電圧に対する階調レベルによって、動的キャパシタン
ス補償階調レベル生成部１４１２は、容易に動的キャパシタンス補償階調レベルを提供す
ることができる。
【００３２】
　図７～図１０を参照して、本発明の第１実施形態による液晶表示装置及び該液晶表示装
置におけるガンマ値補正方法を説明する。図７は、本発明の第１実施形態による液晶表示
装置の構成図である。図８は、本発明の第１実施形態による液晶表示装置におけるガンマ
値補正方法のフローチャートである。図９Ａは、本発明の第１実施形態による液晶表示装
置における階調電圧対透過率のグラフである。図９Ｂは、本発明の第１実施形態による液
晶表示装置における階調電圧対透過率の曲線を区分的２次補間方法で近似するグラフであ
る。図１０は、本発明の第１実施形態による液晶表示装置におけるガンマ値に依存する階
調レベル対透過率のグラフである。なお、第１実施形態による液晶表示装置の以下の説明
においては、本発明の上述した参考例による液晶表示装置と等しい点は説明を省略し、相
異なる点についてのみ説明する。
【００３３】
　本発明の第１実施形態による液晶表示装置は、図７に示したように、液晶パネル２１０
０、ゲート駆動部２２００、データ駆動部２３００、タイミング制御部２４００及び階調
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電圧提供部２５００を含む。
【００３４】
　タイミング制御部２４００は、水平同期スタート信号を生成してデータ駆動部２３００
に伝達し、またゲートクロック信号を生成してゲート駆動部２２００に伝達する。
【００３５】
　階調電圧提供部２５００は、２次式係数セットのルックアップテーブル２５１０、階調
レベル及び透過率のルックアップテーブル２５２０及び階調電圧生成部２５３０で構成さ
れる。階調電圧提供部２５００の細部動作を、図８～図１０を参照して説明する。
【００３６】
　まず、図８を参照すると、２次式係数セットの保存ステップＳ２１１０では、階調電圧
に対する液晶表示装置の透過率を測定した複数のデータのうち隣接する３個の測定データ
毎に、隣接する３個の測定データを満足する２次式係数セットを計算して２次式係数セッ
トのルックアップテーブル２５１０に保存する。具体的には、図９Ｂに示したように、階
調電圧に対する透過率を５個の地点で測定した場合、（ｘ１、ｙ１）、（ｘ２、ｙ２）、
（ｘ３、ｙ３）、（ｘ４、ｙ４）、（ｘ５、ｙ５）の測定された５個のデータのうちから
隣接した３個の測定データ、（ｘ１、ｙ１）、（ｘ２、ｙ２）、（ｘ３、ｙ３）を満足す
る２次式を表現すれば、以下の式（１）のように表すことができる。ここでｘは階調電圧
を示しており、ｙは透過率を示す。
【００３７】
　ｙ＝ｐ１*ｘ２＋ｐ２*ｘ＋ｐ３　　　（１）
　これを式（２）～式（５）のようにベクトルで表現すれば、３個の測定データを過ぎる
式１の２次式係数は、式（６）のように簡単に計算することができる。
【００３８】
【数１】

【００３９】
　続いて、隣接する３個の（ｘ２、ｙ２）、（ｘ３、ｙ３）、（ｘ４、ｙ５）、あるいは
（ｘ３、ｙ３）、（ｘ４、ｙ４）、（ｘ５、ｙ５）を用いるか、あるいは３つの測定デー
タのうち（ｘ２、ｙ２）、（ｘ３、ｙ３）の２個データを重畳して用いるか、又は（ｘ３
、ｙ３）の一つのデータを重畳して用いて、満足する２次式の係数セットを計算し、得ら
れた２次式係数セットをルックアップテーブル２５１０に保存する。これにより、連続的
な２次曲線を形成することができる。このような連続的な２次式曲線を求めることによっ
て、図９Ａに示した階調電圧に対する透過率を表す近似曲線で示されるデータを容易に生



(10) JP 2012-93790 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

成することができる。そして、図９Ｂに示したように、２次曲線を利用して近似すること
によって、線形近似に比べて実際曲線との誤差を効果的に減少させることができる。また
、測定データの個数と階調電圧に対する透過率の正確度は相互にトレードオフ関係にある
が、メモリー容量の制限を考慮すれば、透過率が高い領域と透過率が低い領域は相対的に
目が細かい間隔でデータを測定し、透過率が中間程度の領域は粗い間隔の非等間隔でデー
タを測定すれば、実際曲線との誤差を効果的に減少させることができる。
【００４０】
　次に、階調レベル及び透過率の保存ステップＳ２１２０では、階調電圧生成部２５３０
は、所定のガンマ値γに対して図１０に示したように、階調レベルと液晶表示装置の透過
率Ｔの関係が式（７）を満足する階調レベルと透過率を計算して、得られた階調レベル及
び透過率をルックアップテーブル２５２０に保存する。
【００４１】
　Ｔ＝Ｔｍａｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値）γ　　　（７）
　この時、階調電圧生成部２５３０は、所定のガンマ値が所定の階調レベルの範囲（例え
ば０階調レベルから２００階調レベル）と所定の階調レベルの範囲外で異なる場合に、各
ガンマ値に該当する階調レベルと透過率を計算し、得られた階調レベル及び透過率をルッ
クアップテーブル２５２０に保存し、動的ガンマ補償（Ｄｙｎａｍｉｃ Ｇａｍｍａ Ｃａ
ｐｔｕｒｅ／Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ；ＤＧＣ）のように、画面の輝度情報を分析して
輝度ヒストグラムを抽出し、該ヒストグラムを基礎にしてガンマ値を調整する場合、すな
わちガンマ値が３個以上である場合にも、各ガンマ値に該当する階調レベルと透過率を計
算し、得られた階調レベル及び透過率をルックアップテーブル２５２０に保存する。これ
により、停止画像の画質をさらに効果的に改善することができる。ここで、２次式係数セ
ットの保存ステップＳ２１１０と階調レベル及び透過率の保存ステップＳ２１２０は、順
序を守って遂行する必要はない。
【００４２】
　次に、階調電圧生成部２５３０は、ガンマ値が変更されるかを確認Ｓ２２００する。ガ
ンマ値が変更される場合に、階調レベル及び透過率更新ステップＳ２３００において、変
更されたガンマ値γ１に対して式（８）を満足する新しい透過率を計算し、得られた階調
レベル及び透過率をルックアップテーブル２５２０に保存する。
【００４３】
　Ｔ＝Ｔｍａｘ*（階調レベル／階調レベルの最大値）γ１　　　（８）
　次に、階調レベル及び階調電圧決定ステップＳ２４００において、階調電圧生成部２５
３０は、２次式係数セットのルックアップテーブル２５１０に保存されている２次式係数
セットと、階調レベル及び透過率のルックアップテーブル２５２０に保存されている変更
されたガンマ値γ１に対する階調レベルと透過率を利用して、区分的２次補間方法で変更
されたガンマ値γ１に対する階調レベルに対する階調電圧を生成する。すなわち、式（９
）のｙに階調レベルに対する透過率を代入してxを求めることによって、階調レベルに対
する階調電圧を生成する。
【００４４】
　ｙ＝ｐ１*（ｘ１２＋Δｘ）＋ｐ２*（ｘ１＋Δｘ）＋ｐ３　　　（９）
　その結果、変更されたガンマ値に対する新しい階調レベル及び階調電圧の関係が得られ
る。これにより、ガンマ値を液晶表示装置の液晶種類や周辺光量にしたがって容易に補正
することができるので、液晶表示装置の画面全体の輝度が調節されて、停止画像の画質を
效果的に改善することができる。
【００４５】
　ガンマ値が変更されない場合には、既存の階調レベル及び階調電圧を維持する。
【００４６】
　図１１～図１３を参照して、本発明の第２実施形態による液晶表示装置と該液晶表示装
置における動的キャパシタンス補償階調電圧の決定及びガンマ値の補正方法を説明する。
図１１は、本発明の第２実施形態による液晶表示装置の構成図である。図１２は、本発明
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の第２実施形態による液晶表示装置における動的キャパシタンス補償処理部の構成図であ
る。図１３は、本発明の第２実施形態による液晶表示装置における動的キャパシタンス補
償階調レベルの決定及びガンマ値の補正方法のフローチャートである。第２実施形態によ
る液晶表示装置に関する以下の説明において、本発明の参考例及び第１実施形態による液
晶表示装置と等しい点は説明を省略し、異なる点に対して説明する。
【００４７】
　本発明の第２実施形態による液晶表示装置は、図１１に示したように、液晶パネル３１
００、ゲート駆動部３２００、データ駆動部３３００、動的キャパシタンス補償（ＤＣＣ
）処理部３４１０及び階調電圧提供部３５００を含む。動的キャパシタンス補償処理部３
４１０と階調電圧提供部３５００の細部動作を、図１２及び図１３を参照しながら説明す
る。
【００４８】
　まず、図１３を参照すると、動的キャパシタンス補償階調電圧の保存ステップＳ３１０
０において、動的キャパシタンス補償（ＤＣＣ）階調電圧生成部３４１１は、第１階調電
圧Ｇｋ－１、第２階調電圧Ｇｋ及び第３階調電圧Ｒｅｓ１を動的キャパシタンス補償階調
電圧生成部３４１１内に位置した動的キャパシタンス補償階調電圧のルックアップテーブ
ルに保存する。
【００４９】
　次に、２次式係数セットの保存ステップＳ３２００において、階調電圧に対する液晶表
示装置の透過率を測定した複数のデータのうち隣接する３個の測定データ毎に、隣接する
３個の測定データを満足する２次式係数セットを計算し、得られた２次式係数セットをル
ックアップテーブル３５１０に保存する。
【００５０】
　次に、階調レベル及び透過率の保存ステップＳ３３００において、階調電圧生成部３５
３０は、所定のガンマ値γに対して階調レベルと液晶表示装置の透過率Ｔの関係が式（７
）を満足する階調レベル及び透過率を計算して、得られた階調レベル及び透過率をルック
アップテーブル３５２０に保存する。ここで、動的キャパシタンス補償階調電圧の保存ス
テップＳ３１００、２次式係数セットの保存ステップＳ３２００、階調レベル及び透過率
の保存ステップＳ３３００は、順序を守って遂行する必要はない。
【００５１】
　次に、階調電圧生成部３５３０は、ガンマ値が変更されるかどうかを確認（Ｓ３４００
）して、ガンマ値が変更される場合に、階調レベル及び階調電圧更新ステップＳ３５００
において、階調レベル及び透過率の保存ステップＳ３３００後に変更されたガンマ値γ１
に対して式（８）を満足する階調レベルに対する新しい透過率を計算し、得られた階調レ
ベル及び透過率をルックアップテーブル３５２０に保存する。
【００５２】
　次に、階調レベル及び階調電圧決定ステップＳ３６００において、階調電圧生成部３５
３０は、２次式係数セットのルックアップテーブル３５１０に保存されている２次式係数
セットと、階調レベル及び透過率のルックアップテーブル３５２０に保存されている変更
されたガンマ値γ１に対する階調レベル及び透過率を利用して、区分的２次補間方法によ
り、変更されたガンマ値γ１に対する階調レベル及び階調電圧を生成する。その結果、変
更されたガンマ値に対する新しい階調レベル及び階調電圧の関係が得られる。
【００５３】
　ガンマ値が変更されない場合には、既存の階調レベル及び階調電圧を維持する。
【００５４】
　次に、動的キャパシタンス補償階調レベルの変換ステップＳ３７００において、動的キ
ャパシタンス補償階調レベル生成部３４１２のメモリー制御部３４１２_２は、変更前ま
たは補正後のガンマ値に対する階調レベル及び階調電圧を階調電圧提供部３５００から受
けて、動的キャパシタンス補償階調電圧のルックアップテーブルに保存されている第１階
調電圧Ｇｋ－１、第２階調電圧Ｇｋ及び第３階調電圧Ｒｅｓ１を、選択されたガンマ値に
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よる第１階調レベル、第２階調レベル及び第３階調レベルに変換する。第１階調レベルは
、前フレーム時間の階調レベルであり、第３階調レベルは、現在のフレーム時間の階調レ
ベルであり、第２階調レベルは、動的キャパシタンス補償階調レベルであり、これらはフ
レームメモリー１（３４１２_３）に保存される。
【００５５】
　動的キャパシタンス補償階調電圧のルックアップテーブルには、動的キャパシタンス補
償に対するデータが階調電圧で保存されているため、ガンマ値が補正されても、階調電圧
提供部３５００から提供される補正されたガンマ値に対する階調レベル及び階調電圧を用
いて、動的キャパシタンス補償階調レベル生成部は、容易に動的キャパシタンス補償階調
レベルを提供することができる。そして、階調電圧提供部３５００は、２次式係数セット
のルックアップテーブル３５１０と階調レベル及び透過率のルックアップテーブル３５２
０を利用して、ガンマ値を液晶表示装置の液晶種類や周辺光量にしたがって容易に補正す
ることができるので、液晶表示装置の画面全体の輝度が調節されて停止画像の画質を効果
的に改善することができる。したがって、本発明の第３実施形態による液晶表示装置は、
動画像の画質及び停止画像の画質を効果的に改善することができる。
【００５６】
　以上、添付した図面を参照して本発明の実施形態を説明したが、本発明が属する技術分
野における当業者は、本発明の技術的思想や必須な特徴を変更せずに、他の形態で実施で
きるということを理解することができるであろう。よって、上述した実施形態がすべての
面で例示的なことであって限定的ではないことを、理解すべきである。
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